










「等周長問題」 ( 長谷川 , 岩田 , 1996; 工藤 , 









の影響であると考えられている ( 長谷川 , 岩
田 , 1996)。つまり、子どもたちは、彼ら特有
のルールを持っているのである ( 細谷 , 1979)。 
子ども特有のルールは、これまで「ミスコ









































図 2 ( 小野寺 , 1989)  
高垣 (2000) は、高さについて学習した後で
も、図 3 や図 4 の太線を高さとして認識して
しまう子どもが多いと述べている。 
 









    







3. 1  熟練教師の特徴 
 リー・ショーマンは、教師固有の知識を明





佐藤 , 岩川 , 秋田 (1990) は、教師の思考様
式を明らかにしている。そして、その特徴の
1 つを、佐藤 (1990) は「子どもはこういう時
は必ずこうするという子どもの典型的パター
ンも把握されていて、常に先手先手の策を講
じるといった感じ」 (p. 93) と説明している。
ここでの子どもの典型的パターンとは、本論
で述べる子どもの認知特性と同様のものと考
えられる。さらに、佐藤 , 岩川 , 秋田(1990, 












(p. 244) と述べている。秋田 , 岩川 (1994) は、
熟練教師の支援について、「熟練教師はこれ
らを常に自覚して行っているわけでは必ずし
















  本稿で取り上げる調査は、公立小学校の 5
年生 1 クラスを対象に行った。 2 学期の「図
形の面積」単元21時間の授業を、ビデオカメ




な学びが見られたユキ ( 仮名 ) を抽出児童と
した。 
 熟練教師の選定の基準は、秋田 , 佐藤 , 岩













第 5 時、第 6 時、第10時、第11時について述









         






















るから、これは高さなんです 。」 と説明した。 
      












1 人の子どもが近寄ってきて、ユキに「 ( 図
14の 7cm の線分を指差して ) ここが高さ 。」
と発した。しかし、それでもユキは式を立て
ようとはしなかった。そこで、その子どもは、







          
                 図14 
 






図15   図16   図17   図18 
この問いに、子どもたちは「違います 。」
と答えた。そのため、教師は「ちなみに、こ





















        
  図19        図20 
しばらくすると、ユキはノートを回転させ
( 図 21) 、その状態 ( 図21右 ) から三角形を
眺めていた。 
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第10時：高さが外にある三角形の面積の求









   







高さは底辺に垂直なんだから、 4 × 6 とか 4

















    
図24       図25 

































































るね 。」 と発した。 
この後、教師は辺アイと辺アウの値が、そ
















6.1  子どもの理解の状態に応じて、認知 
特性を考慮した支援を繰り返すこと 





























































はここでユキの考え方 ( 図 29) を把握してい
たと思われる。この後、教師はユキともう 1
人の子どもに、底辺と高さを黒板に示すよう









また、この場面では直角三角形 ( 図 33) の
辺の値が、ピタゴラス数になっていることか
ら、教師は「10㎝の辺を底辺とした高さ」













6.2  教師の責任を子どもたちへと移譲する 
こと 
 調査の前半 ( 第 5 時や第 6 時 ) と調査の後




























7. 1  認知特性の表出 






























考え込んだ後、ノートを回転させ ( 図 21) 、
図形の内側に引いた線分に直角を表す印を付
けた ( 図 22) 。こうすることにより、高さが
頂点から底辺にまで達するようにしていたと























にもある ｣ に変化していた。 
 また、このようなユキの高さに対する認識
の変化には、次のような傾向が見られた。第
5 時、教師は図 8 を示し、「上まで行ってな
いから駄目だよね 。」 と説明したが、ユキは
首をかしげていた。また、図14の問題を解く
場面では、友だちから「 ( 図14の 7cm の直線













































































7.3 より、ユキの学習の特徴の 1 つとして、















秋田喜代美 , 岩川直樹 . (1994). 教師の実践的
思考とその継承 . 稲垣忠彦 , 久冨善之
( 編 ), 日本の教師文化 (pp. 84-107). 東京大
学出版会 .  
秋田喜代美 , 佐藤学 , 岩川直樹 . (1991). 教師
の授業に関する実践的知識の成長 : 熟練教
– 29 –
師と初任教師の比較検討 . 発達心理学研究 , 
2(2), 88-98.  
長谷川順一 , 岩田貴宏 . (1996). 等周長の正方
形と平行四辺形に対する小学生の面積判断 .
日本数学教育学会誌 , 78(4), 60-65.  
細谷純 . (1976). 課題解決のストラテジー . 藤
永保 ( 編 ), 思考心理学(pp. 136- 156). 大日本
図書 .  
工藤与志文 , 白井秀明 . (1991). 小学生の面積
学習に及ぼす誤ルールの影響 . 教育心理学
研究 , 39, 21-30.  
桑山仁志 . (2006). 学習の動付けを目的として
反例を生かすための条件 : 小学校 5 年生・
三角形の面積学習を題材にして . 日本数学
教育学会誌 , 88(4), 2-12.  
西林克彦 . (1988). 面積判断における周長の影
響 : その実態と原因 . 教育心理学研究 , 36, 
120-128.  
布川和彦 . (2005). 問題解決の研究と学習過程
の探求 : 学習過程臨床という視点に向けて . 
日本数学教育学会誌 , 87(4), 22-34.  
小野寺淑之 . (1989). 小学生における三角形の
「高さ」概念の形成 . 熊本大学教育学部紀
要 , 38, 235-249.  
佐藤学 . (1990). 現代教育の様式を見直す . 柴
田義松 , 杉山明男 , 水越敏行 , 吉本均
( 編 ), 教育実践の研究 (pp. 235-246). 図書文
化 .  
佐藤学 , 岩川直樹 , 秋田喜代美 . (1990). 教師
の実践的思考様式に関する研究 (1): 熟練教
師と初任教師のモニタリングの比較を中心
に . 東京大学教育学部紀要 , 30, 177-198.  
佐藤学 , 秋田喜代美 , 岩川直樹 , 吉村敏之 . 
(1991). 教師の実践的思考様式に関する研
究 (2): 思考過程の質的検討を中心に . 東京
大学教育学部紀要 , 31, 183-200.  
関口靖広 . (1995). 数学の教授学習過程におけ
るScaffolding(足場設定 ). 古藤怜先生古希記
念論文集編集委員会 ( 編 ), 学校数学の改
善 : Do Math の指導と学習（p. 166-182). 東
洋館 .  
杉山茂吉 , 飯高茂 , 伊藤説朗ほか .  (2006). 
新しい算数 5 下 . 東京書籍 .  
高垣マユミ . (2000). 小学生は高さをどのよう
にとらえているのか : 「日常的経験から得
た高さ」と「平面図形における三角形の高




教育心理学研究 . 49, 274-284.  
高垣マユミ. (2001b). 小学生の平面図形におけ
る高さの概念と方向性の認知との関連 . 科
学教育研究 , 25(4), 252-259.  
徳岡慶一 . (1995). pedagogical content knowledge
の特質と意義 . 日本教育方法学会紀要 , 教
育方法学研究 , 21, 67-75.  
辻宏子 . (2010). 「高さ」に関する一考察 : 求
積問題の解決からみる子どもの認識の状態 . 
第43回数学教育論文発表会論文集 , p. 
445-446.  
上原哲男 , 新井修 , 荒井孝 , 高田美代子 , 能
田伸彦 , 増田幹夫 . (1989, 8 月 ). 子どもの間
違った思い込みをいかした授業 . 新しい算
数研究 , 221, 12-26. 
八田幸恵 . (2009). リー・ショーマンにおける
教師の知識と学習過程に関する理論の展開 . 
教育方法学研究 , 35, 71-81.  
吉崎静夫 . (1987). 授業研究と教師教育 (1): 教
師の知識研究を媒介として . 教育方法学研
究 , 13, 11-17.  
– 30 –
